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紫外線及びエチルメ タ ンスルフ
ォネ-ト(EMS)で突然変

異誘発処理を行う こ と に よ
って,野生出芽辞母Saccbaro-

py_叩 eXiguusのホモクリ ックな株からヘテロタリ ックな

a型株､ q型株を分離したo ;･ exiguusにおいても,む控-

cbaromyces cerevisiaeでみられる よ うに､接合型遺伝子

座に連節していない単一の遺伝子がホモクリズム.を調節し

ていることがわかった.この萱. e軸のへテ白クリ ック

株ではa型細胞と q型細胞を混合する と､性的凍集に始ま

る一連の接合過程を経て嘩合子形成を行った｡また､この
l

接合過程は､相手型細胞から分泌される性フェ ロモシに

よ っ て調節されている こ と もわかった｡

Saccbaromyces属辞母の種間での性的相互作用 を調べた

結果､ S.
exiguusはS.cerevisi.ae及びSaccharomyces

kluyveriと は性的凍集も接合子形成も行わないこ とがわ

かった｡ S. exiguusの a フ ェ ロモンはS. cerevisiaeの性

的溌集を誘導する活性はなかった｡これに対して､萱･
ヽ

exiguu軍のq フェロモンには､種の障壁を越えて萱･旦旦工隻-

visiaeの a型細胞の性的塀集を誘導する よ う な活性が認め

られた｡

この活性を指標に して､萱. exiguq:s_のa
フ ェ ロモンの精
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